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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公表番号】特表2018-521847(P2018-521847A)
【公表日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2018-030
【出願番号】特願2018-501996(P2018-501996)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  39/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  39/16     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  39/20     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   5/00     (2012.01)
   Ｄ０４Ｈ   3/013    (2012.01)
   Ｄ０４Ｈ   3/015    (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   39/18     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   39/16     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   39/20     　　　Ｂ
   Ｂ０１Ｄ   39/20     　　　Ｃ
   Ｂ０１Ｄ   39/20     　　　Ｄ
   Ｄ０４Ｈ    5/00     　　　　
   Ｄ０４Ｈ    3/013    　　　　
   Ｄ０４Ｈ    3/015    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月16日(2019.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記セルロースフィラメントが、セルロースフィラメントなし
の前記濾過媒体と比較して、前記濾過媒体の少なくとも１つの機械的性質を向上させるの
に適切な比率で前記ベースフィルター繊維と併用される、濾過媒体。
【請求項２】
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、少なくとも０．０２ｋＮ／ｍの引張強度を有する濾過媒体。
【請求項３】
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメント
が、１０ｍｍ未満の厚さを有する濾過層を形成する、濾過媒体。
【請求項４】
　ベースフィルター繊維と、
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　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記セルロースフィラメントが、セルロースフィラメントなし
の前記濾過媒体と比較して、前記濾過媒体の濾過効率と少なくとも１つの機械的性質とを
向上させるのに適切な比率で前記ベースフィルター繊維と併用される、濾過媒体。
【請求項５】
　１０００～１００００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、請求項１～４のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
【請求項６】
　２０００～７５００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
【請求項７】
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、０．５％～３０％のセルロースフィラメントを含む、請求項１～６のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
【請求項８】
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、２％～１０％のセルロースフィラメントを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
【請求項９】
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、２％～５％のセルロースフィラメントを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
【請求項１０】
　０．２ｋＮ／ｍ～２．０ｋＮ／ｍの引張強度を有する、請求項１～９のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
【請求項１１】
　重量基準で２％～１０％のセルロースフィラメントを含み、０．２ｋＮ／ｍ～３．１ｋ
Ｎ／ｍの引張強度を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項１２】
　重量基準で２％～５％のセルロースフィラメントを含み、０．２ｋＮ／ｍ～０．８ｋＮ
／ｍの引張強度を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項１３】
　重量基準で５％～１０％のセルロースフィラメントを含み、０．７ｋＮ／ｍ～１．４ｋ
Ｎ／ｍの引張強度を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項１４】
　結合剤を実質的に含まない、請求項１～１３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項１５】
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が１Ｐａ～７００Ｐａである、請求項１～１４のいずれ
か一項に記載の濾過媒体。
【請求項１６】
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が１Ｐａ～４００Ｐａである、請求項１～１４のいずれ
か一項に記載の濾過媒体。
【請求項１７】
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が１Ｐａ～２００Ｐａである、請求項１～１４のいずれ
か一項に記載の濾過媒体。
【請求項１８】
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも５０％の濾過効率を有す
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る、請求項１～１７のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項１９】
　前記ベースフィルター繊維が、ガラス繊維、セルロース繊維、炭素繊維、セラミック繊
維、シリカ繊維、ナイロン繊維、レーヨン繊維、ポリオレフィン繊維、ポリエステル繊維
、ポリアミド繊維、ポリアラミド繊維、ポリイミド繊維、およびポリ乳酸繊維から選択さ
れる、請求項１～１８のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２０】
　前記ベースフィルター繊維が、０．５～１１μｍの平均直径を有する単分散ガラス繊維
である、請求項１～１９のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２１】
　セルロースフィラメントなしの前記濾過媒体と比較して少なくとも１多いＭＥＲＶ定格
を有する、請求項１～２０のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２２】
　８～１４のＭＥＲＶ定格を有する、請求項１～２１のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２３】
　ＨＥＰＡ濾過媒体である、請求項１～２２のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２４】
　前記セルロースフィラメントの一部が前記ベースフィルター繊維と絡み合う、請求項１
～２３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２５】
　前記セルロースフィラメントの一部が局所的に凝集し、それによってウェブ状またはフ
ィルム状の構造を形成する、請求項１～２４のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【請求項２６】
　濾過液体に使用される請求項１～２５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　本開示の別の一態様によると、ベースフィルター繊維およびセルロースフィラメントを
含む濾過媒体であって、セルロースフィラメントが、濾過媒体の性質の変化に寄与する種
々の物理的形態を示し、任意選択的に、それらの物理的形態が、個別のフィラメント、そ
れら自体間でおよび／またはベース繊維と絡み合ったフィラメント、それら自体および／
またはベース繊維とともに包み込むフィラメント、部分的に凝集したフィラメント、ウェ
ブ状構造、フィルム状構造、およびそれらの組合せである、濾過媒体が提供される。
　他の記載と重複するが、本発明を以下に示す。
［発明１］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体。
［発明２］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記セルロースフィラメントが、前記ベースフィルター繊維を
単独で使用する場合と比較して、前記ベースフィルター繊維の少なくとも１つの機械的性
質を向上させるのに適切な比率で前記ベースフィルター繊維と併用される、濾過媒体。
［発明３］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
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を含む濾過媒体であって、少なくとも約３０ｍｇｆ（重量ミリグラム）のガーレー曲げ剛
性を有する濾過媒体。
［発明４］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、少なくとも約０．０２ｋＮ／ｍの引張強度を有する濾過媒体。
［発明５］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメント
が、結合剤を実質的に含まない濾過層を形成する、濾過媒体。
［発明６］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメント
が、１０ｍｍ未満の厚さを有する濾過層を形成する、濾過媒体。
［発明７］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記セルロースフィラメントが、前記ベースフィルター繊維を
単独で使用する場合と比較して、前記ベースフィルター繊維の濾過効率と少なくとも１つ
の機械的性質とを向上させるのに適切な比率で前記ベースフィルター繊維と併用される、
濾過媒体。
［発明８］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、前記セルロースフィラメントが、前記ベースフィルター繊維を
単独で使用する場合と比較して、前記ベースフィルター繊維の濾過効率を少なくとも１％
だけ向上させ、かつ引張強度を少なくとも０．０２ｋＮ／ｍだけ向上させるのに適切な比
率で前記ベースフィルター繊維と併用される、濾過媒体。
［発明９］
　少なくとも約１００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明１０］
　少なくとも約３００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明１１］
　少なくとも約５００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明１２］
　少なくとも約７００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明１３］
　少なくとも約１０００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
［発明１４］
　少なくとも約２０００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
［発明１５］
　少なくとも約４０００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の
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濾過媒体。
［発明１６］
　少なくとも約６０００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
［発明１７］
　約１０００～約１００００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記
載の濾過媒体。
［発明１８］
　約２０００～約７５００ｍｇｆの曲げ剛性を有する、発明１～８のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明１９］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約０．２５％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか
一項に記載の濾過媒体。
［発明２０］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約１％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２１］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約２％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２２］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約３％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２３］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約４％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２４］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約５％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２５］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約６％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２６］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約７％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２７］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約８％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明２８］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約９％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
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［発明２９］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、少なくとも約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項
に記載の濾過媒体。
［発明３０］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約０．５％～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一
項に記載の濾過媒体。
［発明３１］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約２％～約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明３２］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約２％～約５％のセルロースフィラメントを含む、発明１～１８のいずれか一項に記
載の濾過媒体。
［発明３３］
　前記セルロースフィラメントが約１００μｍ～約２ｍｍの平均長さを有する、発明１～
３２のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明３４］
　前記セルロースフィラメントが約３０ｎｍ～約５００ｎｍの平均幅を有する、発明１～
３３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明３５］
　前記セルロースフィラメントが約２００～約１０００の平均アスペクト比を有する、発
明１～３４のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明３６］
　少なくとも約０．０５ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記
載の濾過媒体。
［発明３７］
　少なくとも約０．０７ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記
載の濾過媒体。
［発明３８］
　少なくとも約０．１５ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記
載の濾過媒体。
［発明３９］
　少なくとも約０．２ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明４０］
　少なくとも約０．４ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明４１］
　少なくとも約０．６ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明４２］
　少なくとも約１．０ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明４３］
　少なくとも約５．０ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載
の濾過媒体。
［発明４４］
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　約０．２ｋＮ／ｍ～約２．０ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一
項に記載の濾過媒体。
［発明４５］
　約０．２ｋＮ／ｍ～約１．５ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一
項に記載の濾過媒体。
［発明４６］
　約０．２ｋＮ／ｍ～約１．３ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一
項に記載の濾過媒体。
［発明４７］
　重量基準で約２％～約１０％のセルロースフィラメントを含み、約０．２ｋＮ／ｍ～約
２．０ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明４８］
　重量基準で約２％～約５％のセルロースフィラメントを含み、約０．２ｋＮ／ｍ～約０
．８ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明４９］
　重量基準で約５％～約１０％のセルロースフィラメントを含み、約０．７ｋＮ／ｍ～約
１．４ｋＮ／ｍの引張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５０］
　重量基準で少なくとも約２％のセルロースフィラメントを含み、約０．２ｋＮ／ｍの引
張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５１］
　重量基準で少なくとも約１％のセルロースフィラメントを含み、約０．２ｋＮ／ｍの引
張強度を有する、発明１～３５のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５２］
　結合剤を実質的に含まない、発明１～５１のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５３］
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が約１Ｐａ～約７００Ｐａである、発明１～５２のいず
れか一項に記載の濾過媒体。
［発明５４］
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が約１Ｐａ～約４００Ｐａである、発明１～５２のいず
れか一項に記載の濾過媒体。
［発明５５］
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が約１Ｐａ～約３００Ｐａである、発明１～５２のいず
れか一項に記載の濾過媒体。
［発明５６］
　前記濾過媒体の第１の表面と前記濾過媒体の第２の表面との間で１０．５フィート／分
の流速で測定される差圧（ΔＰ）が約１Ｐａ～約２００Ｐａである、発明１～５２のいず
れか一項に記載の濾過媒体。
［発明５７］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約５０％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５８］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約６０％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明５９］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約７０％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
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［発明６０］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約８０％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６１］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約９０％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６２］
　０．３μｍのサイズを有する空中浮遊粒子について少なくとも約９９％の濾過効率を有
する、発明１～５６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６３］
　前記ベースフィルター繊維の第１の部分と前記セルロースフィラメントの第１の部分と
が、０．００５ｍｍ～約１０ｍｍの厚さを有する第１の層を形成し、および前記ベースフ
ィルター繊維の第２の部分と前記セルロースフィラメントの第２の部分とが、約０．００
５ｍｍ～約１０ｍｍの厚さを有する第２の層を形成する、発明１～６２のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明６４］
　前記ベースフィルター繊維が、木繊維、農業繊維、天然繊維、人造繊維、およびポリマ
ー繊維から選択される、発明１～６３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６５］
　前記ベースフィルター繊維が、ガラス繊維、セルロース繊維、炭素繊維、セラミック繊
維、シリカ繊維、ナイロン繊維、レーヨン繊維、ポリオレフィン繊維、ポリエステル繊維
、ポリアミド繊維、ポリアラミド繊維、ポリイミド繊維、およびポリ乳酸繊維から選択さ
れる、発明１～６３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６６］
　前記ベースフィルター繊維がガラス繊維または木材パルプ繊維である、発明１～６３の
いずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明６７］
　前記ベースフィルター繊維がカーリーパルプ繊維から選択される、発明１～６３のいず
れか一項に記載の濾過媒体。
［発明６８］
　前記ベースフィルター繊維がガラス繊維である、発明１～６３のいずれか一項に記載の
濾過媒体。
［発明６９］
　前記ベースフィルター繊維が単分散ガラス繊維である、発明１～６３のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明７０］
　前記ベースフィルター繊維が、約０．５～約１１μｍの平均直径を有する単分散ガラス
繊維である、発明１～６３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明７１］
　前記ベースフィルター繊維が、約４～約８μｍの平均直径を有する単分散ガラス繊維で
ある、発明１～６３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明７２］
　前記ベースフィルター繊維が、約４～約６μｍの平均直径を有する単分散ガラス繊維で
ある、発明１～６３のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明７３］
　約３０～約１５０ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過
媒体。
［発明７４］
　約５０～約１２０ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過
媒体。
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［発明７５］
　約６０～約１００ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過
媒体。
［発明７６］
　約４０～約１００ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過
媒体。
［発明７７］
　約５０～約１００ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過
媒体。
［発明７８］
　約４５～約９０ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒
体。
［発明７９］
　約５０～約７５ｇ／ｍ２の坪量を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒
体。
［発明８０］
　約０．０１～約０．０５の品質係数を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明８１］
　約０．００５～約０．１の品質係数を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾
過媒体。
［発明８２］
　少なくとも８のＭＥＲＶ定格を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒体
。
［発明８３］
　少なくとも１０のＭＥＲＶ定格を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒
体。
［発明８４］
　少なくとも１２のＭＥＲＶ定格を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒
体。
［発明８５］
　少なくとも１４のＭＥＲＶ定格を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒
体。
［発明８６］
　約８～約１４のＭＥＲＶ定格を有する、発明１～７２のいずれか一項に記載の濾過媒体
。
［発明８７］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、
　約３０～約１５０ｇ／ｍ２の坪量、
　少なくとも８のＭＥＲＶ定格、
　２００Ｐａ未満の圧力低下、
　少なくとも０．１ｋＮ／ｍの引張強度、および
　少なくとも２００ｍｇｆの曲げ剛性
を有する濾過媒体。
［発明８８］
　ベースフィルター繊維と、
　セルロースフィラメントと
を含む濾過媒体であって、
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　約４０～約１００ｇ／ｍ２の坪量、
　少なくとも９９％の濾過効率、
　３００Ｐａ未満の圧力低下、
　少なくとも０．１ｋＮ／ｍの引張強度、および
　少なくとも２００ｍｇｆの曲げ剛性
を有する濾過媒体。
［発明８９］
　ＨＥＰＡ濾過媒体である、発明１～８８のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９０］
　前記セルロースフィラメントの一部が前記ベースフィルター繊維と絡み合う、発明１～
８９のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９１］
　前記ベースフィルター繊維と絡み合うことが、前記ベースフィルター繊維を包み込むこ
とを含む、発明９０に記載の濾過媒体。
［発明９２］
　前記セルロースフィラメントの一部が局所的に凝集し、それによってウェブ状またはフ
ィルム状の構造を形成する、発明１～９１のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９３］
　前記セルロースフィラメントの一部が前記セルロースフィラメント間に水素結合を形成
する、発明１～９２のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９４］
　前記濾過媒体に切れ目およびひだを付けるのに十分な剛性を有する、発明１～９３のい
ずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９５］
　前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメントのウェットレイイングか
ら形成される、発明１～９４のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９６］
　前記ウェットレイイングが、
　ベースフィルター繊維および約０．０５ｇ／Ｌ～約１．０ｇ／Ｌの濃度のセルロースフ
ィラメントを含む水中または別の溶媒中の懸濁液を調製するステップと、
　前記懸濁液を形成用の布またはメッシュに通して排液することにより、または発泡体形
成プロセスにより、前記濾過媒体を形成するステップと、
　ベースフィルター繊維およびセルロースフィラメントを含む前記濾過媒体を熱、凍結乾
燥、通気乾燥、または空気乾燥によって乾燥させるステップと
を含む、発明９５に記載の濾過媒体。
［発明９７］
　前記セルロースフィラメントがアニオン電荷またはカチオン電荷を有する、発明１～９
６のいずれか一項に記載の濾過媒体。
［発明９８］
　前記セルロースフィラメントが疎水性または親水性である、発明１～９７のいずれか一
項に記載の濾過媒体。
［発明９９］
　前記ベースフィルター繊維の第１の部分と、前記セルロースフィラメントの第１の部分
とが第１の層を形成し、前記第１の部分が、セルロースフィラメントの前記第１の部分と
ベースフィルター繊維の前記第１の部分との全重量に基づく重量基準で、第１のパーセン
ト値のセルロースフィラメントを含み、
　前記ベースフィルター繊維の第２の部分と、前記セルロースフィラメントの第２の部分
とが第２の層を形成し、前記第２の部分が、セルロースフィラメントの前記第２の部分と
ベースフィルター繊維の前記第２の部分との全重量に基づく重量基準で、第２のパーセン
ト値のセルロースフィラメントを含み、
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　前記第１のパーセント値と前記第２のパーセント値とが異なる、発明１～９８のいずれ
か一項に記載の濾過媒体。
［発明１００］
　前記ベースフィルター繊維の第１の部分と、前記セルロースフィラメントの第１の部分
とが第１の層を形成し、セルロースフィラメントの前記第１の部分が第１のグレード／サ
イズを有し、
　前記ベースフィルター繊維の第２の部分と、前記セルロースフィラメントの第２の部分
とが第２の層を形成し、セルロースフィラメントの前記第２の部分が第２のグレード／サ
イズを有し、
　前記第１のグレードと前記第２のグレードとが異なる、発明１～９９のいずれか一項に
記載の濾過媒体。
［発明１０１］
　前記セルロースフィラメントがフィブリル化されていない、発明１～１００のいずれか
一項に記載の濾過媒体。
［発明１０２］
　濾過媒体を調製する方法であって、
　ベースフィルター繊維および約０．０５ｇ／Ｌ～約１．０ｇ／Ｌの濃度のセルロースフ
ィラメントを含む懸濁液を調製するステップと、
　前記懸濁液を形成用の布またはメッシュに通して排液することによって前記濾過媒体を
形成するステップと、
　前記濾過媒体を乾燥させ、それにより、前記セルロースフィラメントの水素結合と、前
記セルロースフィラメントの凝集と、前記セルロースフィラメント間および／または前記
セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との間の絡み合いとの少なくとも１
つを生じさせるステップと
を含む方法。
［発明１０３］
　濾過媒体を調製する方法であって、
　ベースフィルター繊維および約０．０５ｇ／Ｌ～約１．０ｇ／Ｌの濃度のセルロースフ
ィラメントを含む懸濁液を調製するステップと、
　前記懸濁液を形成用の布またはメッシュに通して排液することによって前記濾過媒体を
形成するステップと、
　前記濾過媒体を乾燥させるステップと、
　前記セルロースフィラメントの濃度および前記セルロースフィラメントのグレードの少
なくとも１つを選択することにより、前記濾過媒体の細孔形状および／または細孔径を制
御するステップと
を含む方法。
［発明１０４］
　濾過媒体を調製する方法であって、
　ベースフィルター繊維および約０．０５ｇ／Ｌ～約１．０ｇ／Ｌの濃度のセルロースフ
ィラメントを含む懸濁液を調製するステップと、
　前記懸濁液を形成用の布またはメッシュに通して排液することによって前記濾過媒体を
形成し、前記濾過媒体を乾燥させるステップと、
　前記セルロースフィラメントの濃度、前記セルロースフィラメントのグレードの少なく
とも１つを選択することにより、および／あるいは機械的に、または化学物質と、任意選
択的に熱、凍結乾燥、溶媒交換とを使用して、または前記懸濁液への化学物質の添加（脱
結合剤など）によって前記セルロースフィラメントを前処理することにより、前記セルロ
ースフィラメントの凝集の程度を制御するステップと
を含む方法。
［発明１０５］
　濾過媒体を調製する方法であって、
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　ベースフィルター繊維およびセルロースフィラメントを希薄懸濁液中で混合するステッ
プと、
　前記懸濁液を形成用の布またはメッシュに通して排液することによって前記濾過媒体を
形成するステップと、
　前記濾過媒体を乾燥させ、それにより、前記セルロースフィラメント間および／または
前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との間の凝集および絡み合いの
少なくとも１つを生じさせるステップと
を含む方法。
［発明１０６］
　前記セルロースフィラメントの投入量が前記濾過媒体の細孔径に基づいて選択される、
発明１０２～１０５のいずれか一項に記載の方法。
［発明１０７］
　前記セルロースフィラメントの少なくとも１つの寸法が前記濾過媒体の細孔径に基づい
て選択される、発明１０２～１０５のいずれか一項に記載の方法。
［発明１０８］
　前記セルロースフィラメントの投入量が、前記濾過媒体中の前記セルロースフィラメン
トの水素結合または前記濾過媒体中の前記セルロースフィラメントの凝集の程度に基づい
て選択される、発明１０２～１０５のいずれか一項に記載の方法。
［発明１０９］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の濾過効率を向上させる方法であって、前記ベー
スフィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで置き換えるステップ、ま
たはセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に加えるステップを含む方
法。
［発明１１０］
　０．３μｍの粒子サイズにおける前記濾過効率が約１％～約５００％だけ向上される、
発明１０９に記載の方法。
［発明１１１］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の機械的性質を改善する方法であって、前記ベー
スフィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで置き換えるステップ、ま
たはセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に加えるステップを含む方
法。
［発明１１２］
　引張強度が約０．０２ｋＮ／ｍ～約５．０ｋＮ／ｍだけ改善される、発明１１１に記載
の方法。
［発明１１３］
　前記機械的性質が、曲げ剛性、引張強度、比破裂強度、伸び、脆性、およびそれらの組
合せから選択される、発明１１１に記載の方法。
［発明１１４］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の最小効率報告値（ＭＥＲＶ）定格を向上させる
方法であって、前記ベースフィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで
置き換えるステップ、またはセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に
加えるステップを含む方法。
［発明１１５］
　前記ＭＥＲＶ定格が少なくとも１の値だけ向上される、発明１１４に記載の方法。
［発明１１６］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の曲路性を向上させる方法であって、前記ベース
フィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで置き換えるステップ、また
はセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に加えるステップを含む方法
。
［発明１１７］
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　前記曲路率が少なくとも１の値だけ向上される、発明１１６に記載の方法。
［発明１１８］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の機械的性質を改善する方法であって、前記ベー
スフィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで置き換えるステップ、ま
たはセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に加えるステップを含み、
前記セルロースフィラメントが、前記濾過媒体の曲げ剛性、前記濾過媒体の引張強度、前
記濾過媒体の最小濾過効率、前記濾過媒体のＭＥＲＶ定格、前記濾過媒体の均一性、前記
濾過媒体の曲路性、またはそれらの組合せを向上させることを可能にする、方法。
［発明１１９］
　ベースフィルター繊維を含む濾過媒体の坪量均一性を改善する方法であって、前記ベー
スフィルター繊維の少なくとも一部をセルロースフィラメントで置き換えるステップ、ま
たはセルロースフィラメントの少なくとも一部を前記濾過媒体に加えるステップを含む方
法。
［発明１２０］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約０．１～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２
～１１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２１］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約０．５～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２
～１１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２２］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約１～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２～１
１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２３］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約１～約１５％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２～１
１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２４］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約１～約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２～１
１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２５］
　前記濾過媒体が、前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量
に基づく重量基準で、約２～約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１０２～１
１９のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２６］
　前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメントが、結合剤を実質的に含
まない濾過層を形成する、発明１０２～１２５のいずれか一項に記載の方法。
［発明１２７］
　ベースフィルター繊維およびセルロースフィラメントを含む濾過媒体であって、前記セ
ルロースフィラメントが、前記ベースフィルター繊維と絡み合うウェブ状またはフィルム
状の構造を形成する、濾過媒体。
［発明１２８］
　ベースフィルター繊維およびセルロースフィラメントを含む濾過媒体であって、前記セ
ルロースフィラメントが、全体的に、前記ベースフィルター繊維間にウェブ状またはフィ
ルム状の構造を形成する、濾過媒体。
［発明１２９］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
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で、約０．１～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記
載の濾過媒体。
［発明１３０］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約０．５～約３０％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記
載の濾過媒体。
［発明１３１］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約１～約２０％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記載の
濾過媒体。
［発明１３２］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約１～約１５％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記載の
濾過媒体。
［発明１３３］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約１～約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記載の
濾過媒体。
［発明１３４］
　前記セルロースフィラメントと前記ベースフィルター繊維との全重量に基づく重量基準
で、約２～約１０％のセルロースフィラメントを含む、発明１２７または１２８に記載の
濾過媒体。
［発明１３５］
　前記ベースフィルター繊維および前記セルロースフィラメントが、結合剤を実質的に含
まない濾過層を形成する、発明１２７～１３４のいずれか一項に記載の濾過媒体。
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